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プラスチックの棒プラスチックの棒

⾃由に上げ下げできる⾃由に上げ下げできる

ビニールビニール断⾯断⾯

このビニールハウスの技術を災害時上⼿く利⽤できないか？このビニールハウスの技術を災害時上⼿く利⽤できないか？

農家・⾼齢者の活躍農家・⾼齢者の活躍
組み⽴て、利⽤⽅法（調湿・環境⾯）組み⽴て、利⽤⽅法（調湿・環境⾯）

メリットメリット
 設営が簡単である上にそこらの⾵でも⾶んでいかない強度がある 設営が簡単である上にそこらの⾵でも⾶んでいかない強度がある
  ⾵⾬をしのぐことが可能 ・ 屋外◎  ⾵⾬をしのぐことが可能 ・ 屋外◎
 温室効果により冬でも快適 温室効果により冬でも快適

既存の津波避難タワー既存の津波避難タワー市役所
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〈静波地区〉

塔は旧来の作法にのっとる 顔写真30*30
⽒名，研究室名：
游ゴシック
ミディアム,10pt
⾏間12pt

加藤⼤基
建築設計計画Ⅰ研究室

全体プログラム全体プログラム

強いストラクチャー強いストラクチャー
（避難タワー）（避難タワー）

チープな⾃治公⺠館チープな⾃治公⺠館

新しい形を考える新しい形を考える

防災のためだけのハード、総⼯費1〜2億円防災のためだけのハード、総⼯費1〜2億円 チープなものでありながら、⽇常・災害チープなものでありながら、⽇常・災害
時における重要なコミュニティの核とな時における重要なコミュニティの核とな

◎⾜し合わせることで、互いの弱点を補い合える◎⾜し合わせることで、互いの弱点を補い合える
→コミュニティの中⼼として、より機能し、共通意識が⾼まる→コミュニティの中⼼として、より機能し、共通意識が⾼まる

場所の周期（周回）・時間の周期場所の周期（周回）・時間の周期

1年を通して、何⽉はこのタワーで⾏事があり1年を通して、何⽉はこのタワーで⾏事があり
時期によってタワーの⾊が出てくるような時期によってタワーの⾊が出てくるような

1年の四季、⽉ごとのイベント、タワーごとでの11年の四季、⽉ごとのイベント、タワーごとでの1
⽇の流れ⽇の流れ
⼦どものときの場所の感覚と⼦どものときの場所の感覚と

静岡県静岡県 牧之原市 静波地区牧之原市 静波地区

⾯積：111.69㎞⾯積：111.69㎞
総⼈⼝：44014⼈総⼈⼝：44014⼈
区域は駿河湾の海区域は駿河湾の海
岸線から、茶の産岸線から、茶の産
地として有名な牧地として有名な牧
之原台地まで及ぶ之原台地まで及ぶ
約1/3が海に⾯して約1/3が海に⾯して
いることにより、いることにより、
南海トラフ地震時南海トラフ地震時
には最⾼で12ｍのには最⾼で12ｍの
津波が沿岸部を襲津波が沿岸部を襲
うと予測されていうと予測されてい
る

牧之原市牧之原市

駿河湾駿河湾

静岡県静岡県

対象とするのは、11箇所の⾃治公⺠館と、すでに建つ6箇所の津波対象とするのは、11箇所の⾃治公⺠館と、すでに建つ6箇所の津波
避難タワー避難タワー
地区の特徴としては、南は駿河湾に⾯し、夏は海⽔客でにぎわう地区の特徴としては、南は駿河湾に⾯し、夏は海⽔客でにぎわう
静波海⽔浴場がある静波海⽔浴場がある
北は⼭に囲まれ、⾃然に囲まれた豊かな場所といえる北は⼭に囲まれ、⾃然に囲まれた豊かな場所といえる
ここでは、既存の津波避難タワーの配置確認し、再配置し新たにここでは、既存の津波避難タワーの配置確認し、再配置し新たに
デザインしなおすもの、場所をそのままにデザインの検討をするデザインしなおすもの、場所をそのままにデザインの検討をする
ものに分類し、さらにそれらのタワーに⾃治公⺠館の機能を添わものに分類し、さらにそれらのタワーに⾃治公⺠館の機能を添わ

⾮常⽤簡易ビニールテント⾮常⽤簡易ビニールテント

… タワー設計位置… タワー設計位置

プラスチック棒

ビニル

プラスチック棒

既存の⾃治公⺠館既存の⾃治公⺠館



□コンセプト
各タワーそれぞれで、個性のあるデザイン・
個性のある⾏事やイベントを⾏う場所とし、
全体をひとつのまとまりとした時に新しい周
期が⽣まれるようにした
例えば、ʼ花⽕ʼをメインのプログラムとしたタ
ワーや、ʼ七⼣ʼで住⺠参加型の飾りつけイベン
トを許容するタワー、ʼ初⽇の出ʼを正⾯から拝
むことができるタワー、ʼ⼦どもの⽇ʼの鯉のぼ
りをそれと同じ⽬線から⼀緒になって泳いで
いるかのように楽しめるタワーなどがある

□プログラム
ここでは、ʻ花⾒ʼに設計のプログラムの焦点を
あてる
春になって、勝間⽥川沿いで開かれる桜まつり
のメイン会場となることを想定し、そこに来た
⼈々が、ʼ花⾒ʼというイベントを今までと違っ
た⾮⽇常的な⾓度から楽しむことができるよう
に、塔そのものがデザインされる
並⽊道における花⾒という⼈々のふるまいが、
塔に巻き付くように垂直⽅向へと吸い上げられ
年に⼀度タワーをにぎやかにする

□デザイン
観桜塔（仲町タワー）のデザインプロセスの
順を追うと、まず避難想定⼈数から⼀⼈当た
り2㎡を確保した床⾯積を算出し、それを敷
地に対して最⼤限確保していく
次に、設定したプログラムを踏まえ、周辺環
境とタワーとの関係性をつくっていく
それらの関係性を、避難スロープを利⽤しな
がら動線でつないでいく
それらの関係性をつくるための媒体やスロー
プ動線がタワーのファサードをつくる

必要機能構成図 - 物理⾯-必要機能構成図 - 物理⾯- 必要機能構成図 - ソフト⾯-必要機能構成図 - ソフト⾯-

タワーとしてのストラクチャータワーとしてのストラクチャー 岩のようなコンクリート岩のようなコンクリート
（屋台⼩屋）（屋台⼩屋）

ひとつながりの階段ひとつながりの階段 流されてもいい家具や建築的要素流されてもいい家具や建築的要素 まちのリビングのような場所まちのリビングのような場所 炊事のできる場所炊事のできる場所 最低限の⽔廻り最低限の⽔廻り ストックをしておける場所ストックをしておける場所
（⽇常的・災害時必要なもの）（⽇常的・災害時必要なもの）

⽇常利⽤・⾃治会の集まる場⽇常利⽤・⾃治会の集まる場

避難面積の確保

周辺環境との関係性をつくる

関係性同士をつなぐ動線

必要諸室・各種⾯積必要諸室・各種⾯積

観桜塔（仲町タワー）アクソメ図観桜塔（仲町タワー）アクソメ図

建築⾯積 : 926㎡建築⾯積 : 926㎡
建蔽率 : 65%建蔽率 : 65%
避難階床⾯積 : 1806㎡（倉庫等を除く）避難階床⾯積 : 1806㎡（倉庫等を除く）

（≧1784㎡）（≧1784㎡）

敷地⾯積 : 1420㎡敷地⾯積 : 1420㎡
集会室集会室
⽂化の部屋⽂化の部屋
屋台⼩屋屋台⼩屋
物置物置
防災倉庫防災倉庫
トイレトイレ
給湯室給湯室

多⽬的室多⽬的室
トップルームトップルーム
 →⼦どもだけの部屋 →⼦どもだけの部屋
   他塔との交信   他塔との交信

計画地

各タワーアクソメ図・パース各タワーアクソメ図・パース

←
観桜塔（仲町タワー）観桜塔（仲町タワー）
周辺環境を踏まえた周辺環境を踏まえた
ダイアグラムダイアグラム


